
 

令和７年度 第２回 谷浜・桑取区地域協議会 
 

 次 第 
 

日時：令和７年７月２９日（火）午後６時30分～ 

会場：谷浜・桑取地区公民館 ２階 大会議室   

        

 

 １ 開  会 

 

 

 

 ２ 会長あいさつ 

 

 

 

 ３ 議  題 

  【報告事項】 

   ・農業経営基盤強化の促進に関する計画「地域計画」について 

 【自主的な審議】 

   ・自主的審議について 

     

 

 

４ そ の 他 

・次回地域協議会 

 令和７年  月  日（ ）午後６時３０分～ 谷浜・桑取地区公民館 

 

 

 

５ 閉  会 



農業経営基盤強化の促進に関する計画
「 地域計画 」について

令和７年 月

上越市農林水産部（農政課）



１ 地域計画策定の経緯

１

「地域計画」は、⼈⼝減少や高齢化が進むにつれ、農業従事者が減少し、地域の農地を維持していくことが年々難しくなっている状況を踏まえ、

人と農地の問題を地域で解決していくための将来予想図として、令和５年４月に施行された改正農業経営基盤強化促進法により、令和５～６年度

の２か年をかけて、全国の市町村で策定に取り組んできました。

当市においては、令和５年１１月から令和６年１２月まで、市内２５地区で農業者等による協議の場（地域懇談会）を開催し、地域の課題と今

後の営農体制の方向性の共有、１０年後の農地の将来像（目標地図）の話し合いを行ってきました。

当市における地域計画の概要

⑴ 計画策定区域

地域自治区を単位に２５計画

（ほぼ全域が市街化区域である高田区･直江津区･八千浦区は、隣接する他区に含める）

⑵ 地域懇談会の参加者

地域の中心的な農業者（認定農業者等）、農家組合長、ＪＡえちご上越、土地改良区、新潟県、農業委員会、市

⑶ 結果の公表等

・協議の実施状況 ・・・ 市ホームページで公表

・地域計画の公表 ・・・ 令和７年４月１日に全計画を公告（市ホームページでも公表）



２ 各区での地域懇談会の開催

（主な意見･課題）

・担い手不足や法⼈の後継者不足、農地の集約の必要性、農業用施設の老朽化。

・多面的機能を有する水田等について、その機能を発揮できるように、農業者以外の草刈りや用水普請などへの参加。

・担い手だけでは農地の維持はできない。草刈りや用水普請などは、やはり集落の方からやってもらわないと、担い手の手が回らない。

・個⼈で農業を続けていくのはもう限界がある。機械類も高騰しており、個⼈で買うのは無理。法⼈化などの取組はすぐに必要。

・集落の方から、高齢化により、草刈りや用水普請がもうできないので、担い手にやってもらいたいという話が出ている。

・現在、認定農業者などの担い手になっている者でも、高齢化しており、10年後にはリタイアしていることが濃厚。10年後を想像すること自

体が難しい。

・昭和の時代にほ場整備をしたところは、農業施設が機能しなくなってきており、再整備が必要。

・20年ほど前から法⼈化が進んできたが、法⼈化した経営体も、後継者がいない。

２

～令和5年度末（令和6年3月末） ～令和6年度上期（令和6年8月末） ～令和6年度下期（令和6年12月末）

高士区 谷浜・桑取区

柿崎区 吉川区 名立区

金谷区 春日区 三郷区

和田区 大島区 牧区 大潟区

新道区 諏訪区 津有区 有田区 保倉区 北諏訪区 安塚区

浦川原区 頸城区 中郷区 板倉区 清里区 三和区



３ 今後の地域計画の管理について

３

地域計画は、一度作って終わりで

はなく、今後も見直しを行い、内容

をブラッシュアップしていくことが

求められています。

当市では、年に１回、各地区の中

心的な担い手を集め、協議の場（地

域懇談会）を開催し、「地域計画の

記載内容に変更が必要な点がない

か」「農地の集約化が図られるほ場

がないか」などの視点から協議を行

い、地域計画と目標地図のブラッ

シュアップ（効率的な農地利用の推

進）を図っていく方針です（必要に

応じて、地域計画の変更公告を行い

ます）。

地域計画の変更が必要なケース

農地の集約化









令和7年度第2回

谷浜・桑取区地域協議会

自主的審議について

資料№1



■様子を見ながら地域協議会として
関わっていくもの

ア. 伝統行事、史跡、文化の継承について

イ. 地域で行われている行事について

ウ. 学校を取り巻く環境について

エ. 移住・空き家対策について

オ. くわどり湯ったり村について

→6月17日(火)代表3人が経営者を訪問



オ. くわどり湯ったり村について
• 令和7年6月17日(火)14：00～ 地域協議会委員と意見交換を実施

• くわどり湯ったり村経営者：㈱ゆめ企画名立４名

細谷代表取締役

中村取締役

立田取締役

小林地域コーディネーター

（一社山と海の環り舎と兼務）

• 谷浜・桑取区地域協議会3名

坪田会長

横田副会長

佐藤幸太郎委員

• 上越市観光振興課、北部まちづくりセンター 職員４名



主な発言＜地域協議会委員＞

地域とゆめ企画名立と二人三脚で歩むために、谷浜・桑取区
地域協議会としてできることがないか、意見交換に伺った

開業当時の賑わいを知っている。陳情して、やっと桑取にでき
た施設。地元の冠婚葬祭や親戚が帰省した際の宿泊、同窓
会等で利用しているため、湯ったり村は地元のシンボルである。

湯ったり村ができた時、地域がすごく盛り上がった。住民と経
営の皆さんとの気持ちを一つにしたい。経営者の熱い気持ち
が住民に伝われば、住民も積極的に協力する。

住民の中には、週休日が２日間に増えたことを心配している
人もいる。



主な発言＜㈱ゆめ企画名立＞
4月からまだ現状把握に取組んでおり、手探りの状態

オープン記念イベントの実施や、うみてらす名立とできること
から連携。長野県内への広告宣伝等。

地元客だけではなく、外からの客を呼び込み、宿泊を増やした
い。遠方客に選ばれるには、早めのプラン周知が必要。

ＮＰＯかみえちご山里ファン倶楽部が里山や海を活用した体
験プログラムを実施されているので、連携して宿泊プランにし
たい。受け入れに協力して下さる地域の力が必要。

名立で「トレジャーゲット」というゴミ拾いイベントを実施し、今
年で4年目。4年かけて少しずつ認知され、やっと形になった。
湯ったり村でも形になるまでどうしても時間がかかると思う。



意見交換を通じて
地域協議会

・話を聞いて、地元住民は先を急ぎすぎているのかもしれない と思った。
話を聞くまで、現状が分からなかった。

・「海と山の地を活かす」発想は素晴らしい。応援したい。

㈱ゆめ企画名立

・これまで運営側の悩みを地域の方に見せていない。困っていることも良
いことも地元と共有できたらと思う。

・地域資源やマンパワーを発掘し、宿泊プランにして試したい。

地域と㈱ゆめ企画名立が定期的に情報交換する場や機会を整理・検討
地域住民自身が「湯ったり村を地域のシンボルとして守りたい」という意
識を強く持つことが重要。未来に渡って利用され続ける場所となるように
想いを共有し、行動に移す。

次回以降、 「湯ったり村を地域のシンボルとして守りたい」という想いの
共有ついて話し合う。



ウ. 学校をとりまく環境について
•学びの郷 谷浜・桑取の教育を考える会 （第４回）

日時：6月20日(金) 長浜会館 約30人が参集

内容：

①上越市創造行政研究所藤山所長の講演

「持続可能な谷浜・桑取区の創り方～人口診断を基に」

②淑徳大学社会福祉研究所の講演

「地域の教育 2024年の秋 現地調査実施」

・文献レビュー 全国の学校統廃合に関する動向

・アンケート調査（令和6年10～11月・53人が回答）

・インタビュー調査（令和6年10月18-20日・11人が回答）



当日の様子
•参加された委員から感想等の共有をお願いします

・地域協議会としても地域内の動きについて情報収集していく



ア. 伝統行事、史跡、文化の継承について
イ. 地域で行われている行事について
●夢に出てくる盆踊り

・日時…8月9日（土）18時～21時（17：00受付開始）

・場所…くわどり湯ったり村ミレニアム広場

※雨天時…くわどり湯ったり村ロビー

・問合せ…「夢に出てくる盆踊り」実行委員会事務局

（かみえちご山里ファン倶楽部内）

・灯篭の幻想的な明かりの中、音頭取りの唄声に合せて踊る、昔なが
らの盆踊りを行います。どなたでも参加大歓迎です。懐かしい夏の夜長
を感じるひとときを一緒に楽しみましょう。
※NPOかみえちご山里ファン倶楽部HPより
（https://kamiechigo.jp/post_events/%e5%a4%a2%e3%81%ab%e5%87%ba%e3%81%a6%e3%81
%8f%e3%82%8b%e7%9b%86%e8%b8%8a%e3%82%8a/）

・地域協議会委員も、「地域を知る」ためにぜひ参加を！


